
■新型コロナウイルス（COVID-19）

 
■インフルエンザ

■感染性胃腸炎

 　■手足口病 ■A群溶血性レンサ球菌

【全数報告対象疾患】

※新型コロナウイルス（COVID-19）については、令和5年5月8日より定点把握対象疾患へと移行しています。
■（三類）腸管出血性大腸菌感染症 1件
　・（40代 女性）　血清群はO157、毒素型はVT2、推定感染地及び推定感染経路は不明　　でした。

【定点把握対象疾患】

■新型コロナウイルス（COVID-19）　北区内は117件、東京都全体の発生件数は2841件でした。
■新型コロナウイルス（COVID-19）は都内の定点当たり報告数が6.85と増加しています。
■インフルエンザ　北区内は8件、東京都全体の発生件数は382件でした。
■インフルエンザは都内の定点当たり報告数が0.92と減少しています。
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　　　　　　■ヘルパンギーナ

　　 　　　■咽頭結膜熱

　■急性出血性結膜炎 　　　　　■流行性角結膜炎

  ■ＲＳウイルス感染症

　■伝染性紅斑

　■水痘 　　　　　■突発性発しん

　■流行性耳下腺炎 　　　　　■川崎病
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　■不明発しん症

   東京都北区では、東京都北区感染症発生動向事業実施要綱を定め、感染症法に基づく感染症の情報の収集、整理、分析及び情報の公開
等を行っています。東京都及び厚生労働省による集計分については下記のインターネットのホームページでご覧になれます。
　　○東京都感染症情報センターのホームページアドレス     http://idsc.tokyo-eiken.go.jp/weekly/
　　○厚生労働省／国立感染症研究所感染症疫学センターのホームページアドレス     https://www.niid.go.jp/niid/ja/idwr-dl/2020.html

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発行　北区保健所結核感染症係

　　　東京都

　■性感染症

定点報告感染症のうち、月報告の感染症である性感染症については、該当月の結果は翌月始めに報告
されるため、前月までの結果を掲載しています。
梅毒は、全数報告の感染症のため、本調査の対象になっていません。

■トピックス　   アデノウイルスにご注意を                
アデノウイルスには多様なウイルスの型があり、様々な症状を引き起こします。鼻水や鼻づまりなどの風邪に似た呼吸器症状
や、目やにや眼のかゆみを引き起こす流行性角結膜炎、発熱やのどの痛みを特徴とする咽頭結膜熱（プール熱）、嘔吐や下痢
を引き起こすウイルス性胃腸炎などがあります。今回はその中の２つの感染症に関してご紹介します。

●咽頭結膜熱（プール熱）
咽頭結膜熱は、アデノウイルスによる感染症で、プールでの接触やタオルの共用により感染することもあるため、プール熱とも
呼ばれています。飛沫を吸い込むことや接触することにより、ウイルス感染後5〜7日間の潜伏期を経て症状が現れます。6月頃
から徐々に流行し始め、7～8月にピークとなります。主な症状は38〜39℃の発熱、のどの痛みを伴う咽頭炎および結膜炎であ
り、通常は1週間程度で回復します。吐き気や頭痛の強いとき、せきが激しいときは早めに医療機関に相談してください。

●ウイルス性胃腸炎
感染性胃腸炎には、ウイルスによって起こるウイルス性胃腸炎と、細菌によって起こる細菌性胃腸炎（腸管出血性大腸菌感染
症等）などがあります。ウイルス性胃腸炎の原因には、「ノロウイルス」、「ロタウイルス」、「サポウイルス」、「腸管アデノウイル
ス」などがあります。特に「ロタウイルス」、「腸管アデノウイルス」による胃腸炎は乳幼児に多く見られます。主な症状は嘔吐、発
熱、下痢で潜伏期間は2～3日程度とされています。脱水にならないように注意してください。

【感染対策】
飛沫・接触感染をしないために、手洗いや換気を徹底することが重要です。便から1か月以上ウイルスが出てくる場合もあるた
め、特に手洗いをしっかりと行っていきましょう。他にも、ペーパータオルなどの使い捨てのものを使用するとタオルの共用を避
けることができて感染対策につながります。気になる症状があるときには、登園を控えて速やかに医療機関を受診することが感
染を拡大させないために大切です。

※2023年6月分は2023年第27週号にて掲載予定です。
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